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審査要旨 
 本論文は、19 世紀末フランス象徴主義の詩人ステファヌ・マラルメの著した特異な英語参考書『英単語』
第 1巻・第 1章・第 1節に置かれた「一覧表」の成立と構造を詳細に分析したものである。 
 1875 年夏に執筆され、1878 年初頭に刊行された『英単語』は、著者みずからが「身過ぎ世過ぎの仕事」
と認めていたこともあって、ときおり好事家的な好奇心の対象となることはあっても、従来のマラルメ研
究においては詩人の意義ある業績とは見なされてこなかった。1970 年代後半に入って、ジェラール・ジュ
ネットやジャック・ミションがはじめてこの著作を正面から取り上げたときも、これはマラルメがクラチ
ュロス主義（言葉とその意味する対象とのあいだには有縁的な結びつきがあるとする考え方）を英語とい
ういわば他人の土俵で思うがままに展開した幻想的な作品、言語学と詩学が奇妙な仕方で合体したキマイ
ラ的なテクストであるとのみ決めつけられて、その結果、新たな研究の展開は以来無きに等しい状態であ
った。 
 そうした趨勢に対して、本論文の論者は『英単語』をリセの教師であったマラルメの教育者としての見
識と実践から生まれた真摯な成果とみなし、この著述の本質は教育という観点から眺めることではじめて
理解されうると主張する。いままでオースティン・ギルの研究などを通じて、英語教員マラルメの能力の
低さや不熱心ぶりをしっかりと刷り込まれてきた大多数のマラルメ研究者にとって、これはまさに「コロ
ンブスの卵」的な、意表を突かれる発想であった。表題に掲げられた「ポエダゴジー」とは、そのような
「教育学と言語科学のあいだで展開された文学論」をさしあたり呼んでおくための新造語である（序論）。
 そこで論者がまず注目するのは、マラルメが 1874 年に創刊した流行通信誌『最新流行』に 4回にわたっ
て連載した「教育の助言」である。実質的には語学関係の推薦書リストにすぎないこのコラムを研究対象
として真っ向から扱ったのは本論文が世界でも初めてであろう。ここでの論者の知的誠実性は驚くべきも
ので、言及されているすべての書籍に逐一あたって、その内容を子細に検討し、そこに共通して見られる
マラルメの教育的関心のありようを分析していく。またそれと同時に、フランス第三共和制成立期にあた
る 1870 年代はじめの語学教育にかんする新しい方向性を、主としてミッシェル・ブレアルの教育改革の提
言書である『公教育小論』を詳細に読み解くことで浮き彫りにする。こうした地道で着実な予備的作業の
成果の上で、『英単語』が当時の新しい「文献学的メソッド」に基づく野心的な教科書であることが明らか
にされるのである（第 1章・第 2章）。 
 次に論者は本論文の中心テーマである「一覧表」の分析にとりかかる。「一覧表」とは英語の語彙のうち
アングロ＝サクソン語由来の単純語だけを独自の分類と配列で並べた単語帳である。イニシャルごとにア
ルファベット順に配置された「基準語」のもとにその「関連語」が集められ、それらが「語家族」を形成
する。一方、他のいかなる語とも「語縁」を持たない単純語は「孤立語」としてそれぞれのイニシャルの
最後にまとめられる。論者はここでマラルメが詩人らしい夢想でもって恣意的な分類・配列を行っている
のではなく、あくまでもそれが文献学的・語源学的な基準に厳密に則ったものであることを証明していく。
また、各リストの切れ目に挿入されている「イニシャル覚書」は従来そう考えられてきたような「アルフ
ァベットの絶対的意味」の解明の企てなどではさらさらなく、英語学習者の記憶を助けることを目的とし
た、実践的なイニシャルの「包括的印象」にすぎないと主張される（第 3章・第 4章）。 
 
こうしたさまざまな教育的工夫の凝らされた「一覧表」を、論者はさらにフランスの「辞書学」的伝統
のなかに位置付けようとする。ここでのイニシャルの順序がアルファベット分類を無視し、基本的に「グ
リムの法則」に基づく独自な配列が試みられていることから、「一覧表」はアルファベット順の恣意性に挑
戦した、一種の「有縁化」された辞書、学習者に「英語の魂」を感得させることをねらいとした特殊な学
習辞典であったと結論付けられるのだ（第 5章・第 6章）。このようにして示された「一覧表」の包括的イ
メージはきわめて斬新なものであり、かつ説得力に富むものということができる。 
 最後に論者は、このような「一覧表」の構成原理が後年のマラルメの詩作活動の「マトリクス」をなし
ていることを立証しようとしているが、その点にかぎっては成功しているとはいいがたい（第 7章）。教育
者マラルメの文献学的精進と詩人マラルメの文学的模索とを短絡的に結びつけてしまった部分というほか
ない。『英単語』が「教育」と「文献学」という二重の観点からあまりにすっきりと読めてしまったぶんだ
け、そこから「詩学」へと通じる隘路がことのほか険しいものとならざるをえなかったということなのだ
ろう。 
 マラルメの『英単語』は、何人もの先達の苦心惨憺たる読解の試みにもかかわらず、どのようにして読
んだらよいのかこれまでさっぱり分からないままでいたテクストである。本論文はその最も重要なパート
である「一覧表」の実証的な読解可能性を提示することに成功したという点で、世界的に見ても画期的な
業績であるといわねばならない。『英単語』という著作全体からすればわずかにその研究の突破口がひらか
れたにすぎないともいえるし、またこのテクストに内包されているはずの文学への密かなヴェクトルの解
明についてはそっくり今後の課題として残されているとはいえ、本論文のもたらした知見が『英単語』研
究を確実に前進させる貴重な一歩となりえていることだけは誰しも否定できないであろう。 
 以上をもって、本審査委員会は、本論文がマラルメ研究への着実な寄与を成し遂げたことを認め、博士
（文学）の学位を授与するにふさわしいものであると全会一致して判定した次第である。 
 
公開審査会開催日 2012 年 6 月 22 日 
審査委員資格 所属機関名称・資格 博士学位名称 氏 名 
主任審査委員 早稲田大学文学学術院・教授  川瀬 武夫 
審査委員 早稲田大学文学学術院・教授 Ph.D（ﾊﾟﾘ第 7 大学） 鈴木 雅雄 
審査委員 一橋大学・前教授  佐々木 滋子 
 
                                                                  以上 
